
プログラム
第１部 13:00 – 14:00
Gender Summit 10 （GS10）の報告 問題提起

講演１ 渡辺美代⼦（科学技術振興機構副理事、GS10 Chair）
「（仮）受け⼊れるダイバーシティから発信するダイバーシティへ」
講演２ ルディビーヌ・アラニャ（エルゼビア・ジャパン）
「 （仮）研究からみる男⼥共同参画の現状、⽇本の課題」

第２部 14:15 – 16:15
男⼥共同参画の視点での研究環境の在り⽅について
〜 GS10 WG4によるダイバーシティ推進に係る評価指標の提⽰ 〜

講演１ 藤井良⼀（ROIS機構⻑、Gender Summit 10 WG4 Chair）
「ワーキンググループ４報告」

講演２ 有賀早苗（北海道⼤学教授）
「GS10参加者から⾒たWG4の成果、今後への期待」

パネルディスカッション（各機構からの話題提供者）
「各機構の男⼥共同参画推進の取組み」

第３部 16:30 – 18:00 （Closed Session）
研究環境改善に向けた４機構の研究現場の声、意⾒交換

⽇時︓2017年11⽉29⽇（⽔）13時〜18時
場所︓⼈間⽂化研究機構 国⽴国語研究所 講堂（⽴川）
主催︓４機構（NIHU, NINS, KEK, ROIS）
共催︓総合研究⼤学院⼤学
参加費⽤︓無料
参加申込︓10⽉31⽇（⽕）まで

参加希望者（教員・⼀般）は、所属先の各研究機構担当部⾨まで、参加希望者（学⽣）は、総研⼤ 学融合
推進事務室（cpis-office@ml.soken.ac.jp）まで、保育室の利⽤有無を含めて、お申込みください。

I-URIC／４機構連携
男⼥共同参画シンポジウム


